
 

いばらきダイバーシティ宣言 

急速な人口減少社会の進展や少子高齢化、経済・社会のグローバル化の進行など、社会情勢は大き

く変化しております。 

このような中、活力があり、持続可能な地域社会をつくるためには、多様な人材の活用により、ニ

ーズの変化や急激な環境の変化などのリスクへの対応力を高めることが重要であると考えます。 

その実現のためには、年齢や性別、国籍、障がいの有無、性的指向・性自認等にかかわりなく、一

人ひとりが尊重され、誰もが個々の能力を発揮できる社会、多様性が受容されるダイバーシティ社会

の実現が求められています。 

私たちは、ダイバーシティ社会の実現に向けて次のことに取り組むことをここに宣言します。 

 

 

 

茨城大学では、自律的でレジリエントな地域が基盤となる持続可能な社会の実現のため 

「イバダイ・ビジョン2030」を策定し、その中で以下のアクションを掲げ取り組みます。 

 

【アクション】 

○ 社会・世界に開かれたキャンパスを構築し、多様な価値観の交差により新たな価値観が  

生み出される学びの場を提供します。 

○ 研究の知見と構成員の行動力を活かし、地域の住民と共に社会の持続的発展のための活  

動に取り組みます。 

○ ICT も存分に活用しながら海外の多様な研究者や学生との交流拠点としての機能強化を 

図り、教育研究の国際化を進めます。 

○ ワーク・ライフ・バランスの推進、適切な人事評価と処遇への反映、処遇の全体的向上、   

教職員の交流活性化と協働により、教職員が意欲を持って働き、活躍・成長できる組織と    

なります。 
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